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研究成果の概要（和文）：　中世西欧カトリック世界の権力構造が帝国的であったことを解明した。ドイツに権力の核
を置く皇帝家門、フランスに権力核を置くカペー、ヴァロワ家、イングランドのプランタジネット家の3者が、西欧各
地の現地権力者をその権力核に帰属させながら、帝国的権力構造を使って平和領域を維持していた。
　ドイツでは皇帝家門は領邦や都市の統治を現地権力に委ね、地域権力相互間の紛争解決者として領有権を保持して、
裁判、軍事、治安維持、経済共同体としての帝国的構造を維持した。カペー家はフランスに、プランタジネット家はイ
ングランド,フランス西半の現地権力からの帰属心の上に、海峡を挟む平和を維持した。3者間の紛争調停を教皇が担う
。

研究成果の概要（英文）： Our project has investigated three imperial power stuctutures from the 11th to 
15th century in Western Christendum. The Staufen dynasty in Genmany, the Capetians and the Valois in 
France and the Plantagenets in England and Western France as the core power of each imperial political 
unit kept peace within through the allegiance of local dominions, princes and burgess' community, by 
arbitrating dissentions among them.
 In Germany each prince and imperial city governed by its own effort the subjects or burgesses. To 
maintain peace among them, economic prosperity across Germany and defence against outsiders, princes and 
cities focused judicial and military power on the emperors, and sustained imperial power strucuture in 
Germany. The Capetians in late twelfth century ventured to collect allegiance of pricipalities and cities 
in eastern and southern as well as northern France to compete with the German Empire and 'Angevin 
Empire'.
 The Popes kept the arbitrating function of the triplex.

研究分野：中世英国史

キーワード： 帝国　領邦　都市　王国　帰属心　領有　統治　教皇
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１．研究開始当初の背景 
 ルイ 9世期フランス王国の国制史を研究す
る渡辺節夫が、ルイが王国を独自の官僚や軍
隊によって直接統治するのではなく、トゥー
ルーズやアキテーヌに関しては、封建契約に
よる王家への従属と、紛争解決の際の王家の
仲裁、調停機能を通して、王国の一部へと帰
属させる方式をとっていた、という見通しを
述べた論文抜き刷りを、2012 年のある時、
朝治に与えた。朝治は従来からパトゥーレル
のノルマンディに関するアンジュー帝国構
造論に興味を持っていたので、渡辺の論旨か
らフランス王国の権力構造を、15世紀末に見
られるような国境や国民意識が 13 世紀にも
確定していたものとみる史観とは異なる見
通しで、説明し得るのではないかと気づいた。
すぐに渡辺にその旨を伝え、大学院生を動員
して研究会活動を始めるという同意を得た。 
 朝治はそれ以前に、関西大学文学部の藪田
貫教授との共同研究「19世紀のベルギーと日
本」において、19世紀の帝国主義について研
究していた。また同時期に日本とイングラン
ドの歴史研究者が主宰するアングロ・ジャパ
ニーズ・コンファレンス・オヴ・ヒストリア
ンズの企画委員を務めていたので、その 3年
ごとの会議の企画を立てる際、大阪大学の秋
田教授や東京大学の木畑教授との対話から、
帝国的権力構造について、思考様式と知識を
取得していた。さらに関西大学東西学術研究
所の研究チーム（野間晴雄教授主宰）に加わ
り、1673 年に起きたリターン号事件につい
て調べた際、イギリス東インド会社は極東に
まで商品としての毛織物を販売に来たこと
の歴史的意義を考察し、世界的視野での考察
が必要であることを認識した。 
 これらの前提の上に、中世にも帝国的権力
構造が成立していたことを深く確信して、よ
り詳細な研究を目指すことを決意した。 
 
２．研究の目的 
 従来わが国の学界で支配的な、西欧中世世
界の権力構造に関する一国完結史観を脱し
て、12～15 世紀西欧カトリック世界にはド
イツ皇帝家門、フランスのカペーおよびヴァ
ロワ、そしてプランタジネット家の 3つの家
紋を権力の核とする帝国的権力構造が存在
したことを、実証的、歴史的に提示すること
が研究の主たる課題である。欧米学界にも同
様の主張があることを十分に調査したうえ
で、わが国のその考え方を紹介し、かつ自己
の学界への貢献を示し得る論文集を刊行し、
同時に大学生向け教科書を出版して、今後の
世代に向けて、新しい史観を発信する。欧米
学会でも研究報告する。後述するように、こ
れらの目的はすべて果たされた。 
 
３．研究の方法 
 ①従来の一国完結史観では不十分である
と思われる歴史上の諸事件の例を検討し、論
じられるべき論点を明らかにする。 

 ②それらの論点につき、英独、独仏、仏英
に分け、かつ時代を 13 世紀までとそれ以後
とに分けて、実証的に研究する。 
 ③教皇権や十字軍のように西欧世界全体
に及ぶ歴史事項について、その分野の専門家
による研究を分担者全員で検討し、3 つの帝
国的権力構造が併存し得た根拠を解明する。 
 ④15 世紀後半、百年戦争の終結や、帝国最
高法院の設立などによって、帝国的権力構造
が解体する歴史状況を、一国史観とは異なる
視角で解明する。 
 上記 4点を国内各大学図書館蔵書、欧米大
学や図書館蔵書、各国文書館未刊行文書を参
照して明らかにする。研究会活動を通じて成
果を交換する。国内外の学会で成果を研究発
表し、学術雑誌に投稿する。 
 
４．研究成果 
 2012 年に代表者の朝治、分担者の渡辺、加
藤が編集者となり、協力者を動員して、『中
世英仏関係史』（創元社）を刊行した。そこ
ではノルマン征服、アンジュー帝国の成立、
マグナ・カルタ事件、リチャード・オヴ・コ
ーンウォールのドイツ王選出、ガスコーニュ
戦争、ブルターニュ継承戦争、百年戦争など
が、帝国的権力構造の視点で、新たな解釈を
与えられ、一国完結史観とは異なる歴史像が
示された。 
 2013 年には東北大学西洋史研究会大会シ
ンポジウムで、「西欧カトリック世界の帝国
的構造」と題して、朝治、渡辺、加藤と連携
研究者の青谷が、英独、独仏、仏英関係と、
フランドルと英独仏との関係について研究
成果を報告した。会場では一国完結史観の立
場からの質問が提出され、報告者はそれらに、
帝国的権力構造論と、一国完結史観とは排除
しあう関係ではなく、併存し、相互に補完し
あえる研究方法であることを応え、前者なし
には、西欧中世世界の全体像を示すことは困
難であろうと提案した。と同時に、我々の視
角に共鳴する立場からの質問が、礫岩国家像
を提唱する大阪大学の古谷大輔氏から提出
され、今後ともに研究しようではないかとの
提案がなされた。この成果は 2014 年に、『西
洋史研究』43号に大幅に加筆されて掲載され
た。 
 我々の研究視角が独りよがりのものでは
なく、西欧の学界にも同様の視角を採る研究
者がいることを確認し得た。そのうちの一人
である、ウェールズのアバリストウィズ大学
のビヨルン・ヴァイラー教授を 2013 年に招
聘し、関西大学と京都大学とで講演会を開催
した。講演の一部は朝治が翻訳して『史泉』
117 号に掲載された。 
 4 年間の研究を通じて発見し、また確信を
持てるようになった成果を記しておく。第 1
は帝国的権力構造の発見である。中世西欧カ
トリック世界には、神聖ローマ帝国、フラン
ス王国、プランタジネット家の帝国の 3種の
帝国的権力構造が併存し、教皇権が全体の調



整役を果たしていた。イギリスとかフランス、
ドイツというのは 11－15 世紀段階では地域
名にすぎず、王国名ですらない。「アンジュ
ー帝国」が英仏海峡の両側にまたがっている
ように、国境線は海岸ではなかった。逆にブ
リテン島のすべてをイングランド王国が支
配していたのではなく、スコットランドに事
実上の支配権を及ぼしていたのはフランス
王国の王権である。帝国がその支配下に置い
ていたのが、王国、公国、伯国、領邦、都市、
司教領などの地域権力であった。それらの権
力主体は、同等者や上級者からの軍事圧力に
対抗し得る紛争解決能力を持つ上級者に、封
建契約や同盟条約などで帰属した。その上級
者は同等者から上級権力者として推戴され
る同意や協約の儀式を通して「王権」や皇帝
権という帝国的権力体の核としての称号を
帯びることが出来た。地域的に離れていても
権力体の核に帰属する地域権力の支配する
地域を含むすべての領域が、ある時点での帝
国的権力構造の支配領域である。境界線は帰
属心の付け替えにより絶えず変化した。独仏
国境や英仏国境を思い浮かべればよい。フラ
ンドルは、フランス王家、プランタジネット
家、ドイツ皇帝家の 3者に封建的には従属し
つつ、事実上独立していた。帝国という権力
体の核になる主体は、それぞれの地域内部の
代表者ではなくても、外部者でも勤まるから、
フランス、アンジュー出身の伯家がイングラ
ンド国王となり得た。イングランド王の弟リ
チャードがドイツ王に選出され得た。カステ
ィラ王アルフォンソがドイツ王選出に名乗
りをあげ得た。プランタジネット家のエドワ
ード 3世は、母方の血統を主張してフランス
王位を請求し得た。 
 発見の第 2は統治と領有の区別である。帝
国の核権力は支配地域を自ら統治するので
はなく、上級者として領有し得た。領有者は
領地を相続、結婚、売買、征服などを通じて
獲得し、喪失した。領有権は領有される側の
同意を必要としていない。これに対して統治
権は被治者の同意を前提する。イングランド
諸侯は王国共同体という団体を組んでジョ
ンのイングランド王国統治に反対し、フラン
ス・カペー家の王子ルイ(8 世)に、イングラ
ンド諸侯の団体と契約を結んでジョンと戦
い、勝利の暁にはイングランド王として推戴
する約束をした。実際にはルイは敗戦し、勝
利したジョンの息子ヘンリ 3世は、諸侯に対
してマグナ・カルタを遵守する旨再確認して、
王位を承認された。ドイツ王は直轄地では統
治権を行使し得たが、領邦や都市には特権を
付与するという形で、既存の統治権を追認し、
自らは行使しなかった。カペー家のフランス
王の直轄地は北フランスのごく一部である
が、最盛期のルイ 9世時でさえ、アキテーヌ
統治をプランタジネット家に封建契約を通
して委ねた。イングランド王がアキテーヌを
統治したのではなく、ヘンリ 3世はアキテー
ヌ統治を現地の都市共同体や領邦諸侯に委

ね、エドワード 1世は封建契約の登記にあた
る文書を作成して、領有者としての自らを位
置づけ、現地領主や都市はセネシャルを通し
て領有者であるプランタジネット家に帰属
した。 
 発見の第 3は帝国的権力構造における、王
国共同体の位置づけが明確になったことで
ある。一国完結史観では、イングランドの王
国共同体は 13 世紀に文書に登場し、14 世紀
には庶民を含めた、議会の議員を選出する社
会層が構成する権力母体として位置づけら
れ、その起源はアングロ・サクソン時代後半、
エグバートが覇者になった時、9 世紀に現れ
たと見なされている。国王から一般自由人ま
でのすべての社会層から構成されるという
図式である。帝国的権力構造論の立場から見
ると、王国共同体が権力体として機能し得た
のは、アンジュー帝国の中でもイングランド
王国においてのみである。フランスでもドイ
ツでも見られない。とすれば、それらの地域
には王国共同体に代わる、統治を担う権力体
が存在していたと考えられる。すなわち地域
権力体の在り方は、イングランドとスコット
ランドの間でさえ異なり、ドイツ領邦では全
く異なる権力構造が、現地権力者たちによっ
て作られ、領邦として帝国の核権力に帰属し
ていたと見なすことができる。イングランド
に諸侯が主体となる王国共同体がまず出現
したのは、1154 年以来国王が不在がちで、統
治を担う権力主体としての国王代理と諸侯
会議とが協働する習慣があったからである。
これがイングランド的特色である。 
 現地諸権力と地域権力とが結ぶ権力関係
は複雑で、地域、時代ごとに異なるため、詳
細な解明が必要であり、今後の研究計画を私
は立てているが、研究費申請が採択されるこ
とが次期総合的研究会活動進展の前提であ
る。 
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